
From Eye to Insight

Mateo TLは、直感的なセットアップとその操作により、 
誰でも細胞培養チェックを簡単に行うことができます。
個人または実験全体の客観的な評価により、実験の再現性が
向上 します。
 
利点：

	> 顕微鏡の初心者でも簡単に使用できます
	> 1分以内でセットアップから最初の画像を表示します
	> 一貫した細胞密度測定のための共通の基準
	> チームの満足度を高めます

デジタル透過光倒立
顕微鏡 細胞培養

こちらから
	 アクセスできます！

Leica Microsystems GmbH | Ernst-Leitz-Strasse 17–37 | D-35578 Wetzlar
メール: lmc@leica-microsystems.co.jp
www.leica-microsystems.com
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Mateo TL基本構成

光源  LED

コントラスト法  透過光（明視野および位相差コントラスト）  

コンデンサー  S40/0.45コンデンサー、作動距離50 mm 

位相差ターレット  コード化された3ポジションターレット（BF、PH0、PH1） 

対物ノーズピース   コード化された4ポジションノーズピース

インストール済み 
対物レンズ 

HI PLAN 4x /0.10 PH0 
HI PLAN I 10x /0.22 PH1 

ステージ  固定ステージ（L*W）262 mm x 212 mm 

フォーカス  粗動、微動、移動範囲7 mm、最小
調整2 μm 

カメラ  内蔵CMOS、600万画素カラーカメラ、センサーサイズ
1/1.8"、ピクセルサイズ2.4 μm x 2.4 μm、センサーフォーマット
H:3072 px; V:2048 px

ソフトウェア  スタンドアローンオペレーティングシステム。PC不要。

画像出力   JPEGおよびTIFF 

表示  チルト調整可能なカラーモニター、15.6インチ、
1920 x 1080ピクセル

オンボードストレージ  合計ストレージ容量16 GB  
（オペレーティングシステムのために約9 GB、画像とログファ
イルの保存のために7 GB） 

USBポート  USB 3.0 x 1およびUSB 2.0 x 2 

データ転送 スマートデバイスとのUSB/WIFI接続（任意）

寸法 
（奥行きx幅x高さ） 

ディスプレイ位置のモニター：310 mm x 376 mm x 530 mm 
モニターが折り畳まれた位置：310mm x 376mm x 385 mm

重量 11 kg

運搬  顕微鏡背面の支持ハンドル 

基本構成に含まれる
その他の項目

ワイヤレスマウス、マウスパッド、ダストカバー、電源アダプター、
電源コード、ユーザーマニュアルおよびクイックスタートガイド 

技術仕様

オプションのアクセサリ

対物レンズ  HI PLAN I 20x/0.30 PH1 
HI PLAN I 40x/0.50 PH1 

オブジェクト 
ガイドキット 

以下を含む  
	> 接続可能なオブジェクトガイド  

	> 保持フレーム#1；35 mm/60 mmペトリディッシュ、ガラス
スライド、チャンバースライド、チャンバーカバーグラス用 

	> 保持フレーム#2；マルチウェルプレート用 

ソフトウェア 
モジュール 

細胞密度測定モジュール 

WIFIドングル データ転送用WIFIドングル 2.4 GHZ

From Eye to Insight

Mateo TL

https://www.leica-microsystems.com/


一貫した細胞密度測定のための共通の基準

細胞密度アルゴリズムでは、画像内で細胞がカバーされている領域の割合を
測定します。

Mateo TL 細胞密度測定モジュールを使用すると、次のことが可能になります。

	> 主観的な推定を排除します。

	> 異なるユーザーや実験間での細胞密度測定の一貫性を実現します。

	> 細胞密度評価から推測を排除します。

	> 実験の再現性が向上します。

チームの満足度を高めます

接眼レンズを使用する必要がないため疲労を最小限に抑えることが
できます

	> Mateo TLはクリーンベンチ内に配置できるサイズのため、クリー
ンベンチ内の細胞培養作業に使用することができ、これによって
細胞の汚染を最小限にできます。

Mateo TLによる細胞密度検査のワークフロー

がん、幹細胞、再生医療といった生命科学研究において、実験には、 
往々にして特定の増殖条件を持つ細胞が必要となります。特定の条 
件とは細胞の形態や密度などであり、定期的にチェックされています。 

Cells Seeding

Cell Growth

Cell Confluency Check Scientific
Experiments

Documentation and
Data Handling

Mateo TLは、一貫した実験結果を必要とする研究者向けの直感的に使
用できるデジタル透過光倒立顕微鏡です。すべてのラボメンバーが便利
かつ快適に細胞の増殖チェックと文書化ができ、また細胞密度も一貫性
を持って測定できるため、下流実験の成功に対する信頼性が向上します。

MDCK細胞培養の位相差画像、およびMateo TLで測定したそれぞれの細
胞密度。
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顕微鏡の初心者でも簡単に使用できます

誰でも簡単かつ直感的に観察し、画像取得ができるようになります。

	> 専門知識に関係なく、誰でもインタラクティブなアシストコントラストセッ
トアップ機能を使用して、観察条件を正しく設定できます。

	> 直感的でユーザーフレンドリーなソフトウェアインターフェースを使用し
て、サンプルを簡単に観察し画像を取得できます。

	> Mateo TLは、技術者、スーパーバイザー、上級研究者のトレーニング負担
を軽減します。

1分以内でセットアップから最初の画
像を表示します

すぐに作業を開始できる、すぐに使用できる
システムのメリットを享受できます。
規制された環境下において、据付時適格性
評価(IQ)および運転時適格性評価(OQ)を
サービスプランに追加しMateo TLの設置
と操作がライカの仕様に準拠していること
の文書化と検証に役立てます。

細胞密度：74%感度：90

細胞密度：42%感度：90

細胞播種 

細胞増殖 

細胞密度チェック

文書化とデー 
タの取り扱い

科学的実験


